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 学習発表会では、子ども達が調べたことをセリフにしたり、発表で使うスライ

ドをグループでつくったりして練習を重ねてきました。声の大きさや動作の大き

さなどの演技に苦労しましたが、本番では練習の成果を発揮することができまし

た。これからは、SDGsへの高い意識をもって生活をしていってほしいと思いま

す。 

 また、「あじさい絵画コンクール」では、竹本奏穂さん、新田詩季さん、石岡

愛莉さんがノミネートされ、竹本さんが絵画王に選ばれました。おめでとうござ

います！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「山・海・島」 

授業の中で発表しようとがんばっている姿を多く見かけるようになりました。

自分の考えを発表することは自分のためだけでなく、友達のためにもなります。

また、スピードアップを意識してノートにまとめたり、準備したりすることもで

きるようになりました。 

 新しい係活動では、工夫しながら係活動

を進めています。「サプライズ・お誕生日

係」は、友達の誕生日を祝うために、クロ

ームブックでスライドを作成し、お祝いの

準備をしました。サプライズも考えてお

り、係のみんなで協力してお祝いすること

ができました。 

    

 

子ども司書の活動で、本の紹介をしました。２人１組に

なって、各学年でおすすめの本を紹介してまわりました。

本に興味をもつ人が増えて、栗生小学校の読書運動が盛

り上がっていくといいですね。 

  

 家庭科の学習では、「みそ汁の作り方」を学習しま

した。本来であれば、学校で調理実習を行うところ

ですが、新型コロナウイルス感染防止の観点から、

実施することが難しい状況です。もし、ご協力いた

だけるようであればご家庭で「みそ汁」を一緒に作

ってみてください。その時は、是非作っている様子

やできたみそ汁を動画や写真で記録していただけれ

ばと思います。ご協力よろしくお願いします。 

幕が上がる前に、そうたくんが「がんばるぞ！」と言ってやる気を出してくれま

した。幕が上がった時、地いきの方や家族が来ていたのですごくきん張しました。

きん張で声が小さくならないようにがんばって大きく出しました。動作も小さくな

らないようにせいいっぱいがんばりました。見ている人に「高学年だな」と思って

もらえる演技ができたのかなと思いました。 

家族は「SDGs のことがよく分かったよ。」、「がんばって練習を積み重ねてきた

ことが分かったよ。」と言ってくれました。みんなの声の大きさや動作は練習してき

た中で１番よかったと思います。みんなで協力して心を１つにできたので、よい学

習発表会ができたのだと思います。学習発表会で出した声を他の場面でも生かして

いきたいです。５年生も大きな声が出せるというのを知ってもらいたいです。              

水田 智教 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習発表会の朝、気が張っていたせいなのか、いつもより早く目が覚めてしまっ

た。５年生は、他の学年より待ち時間が長かった。あせらなくていいのはうれしい。

だけど、待ち時間が長いとよけいに、きんちょうした。準備が終わった後、舞台の

幕のすき間からみんな観客席をのぞいた。私は、お父さんとお母さんがどこにいる

のか探していた。分散で発表なので、思っていたより人は少なくてバクバクしてい

た心ぞうが少し落ち着いた。 

幕が上がった。今年は私が 1番最初にセリフを言う。私が大きな声で言わないと

みんなも声が小さくなってしまうかもしれない。お父さんとお母さんのカメラが私

の方に向いている。今まで先生方に言われたことを思い出しながらやった。せっか

く調べる学習で調べたことが伝わらなかったらいけないので、ゆっくり言うように

工夫した。時々、保護者の方が「へえ」と言って下さってうれしかった。終わって

大きな拍手をもらえたしゅん間、達成感と安心感につつまれた。今までよりセリフ

の多い役にチャレンジして自信につながった。           竹本 奏穂 


